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草
間
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～９月の行事予定～
９（土）新見南中学校運動会

１２（火）草間台ＧＧ愛好会大会（カルスト）

１４（木）ほがらか会

１５（金）草間いきいき健康アップ教室

１６（土）水引細工教室（公民館主催事業）

新見南小学校運動会

１７（日）草間地区敬老会

１８（月）敬老の日

２３（土）秋分の日

２４（日）第２８回くさま台

ニューピオーネ祭

（草間地域づくり推進委員会主催）

～１０月の行事予定～
８（日）草間岩山神社秋季大祭

足見八幡神社秋季大祭

９（月）スポーツの日

１０（火）土橋健康アップ教室

１２（木）ほがらか会

１５（日）土橋地区民運動会

１８（水）南部３公民館交流ＧＧ大会（豊永）

２０（金）草間いきいき健康アップ教室

２２（日）地域外視察研修（草間地域づくり推進委員会主催）

＊井原、矢掛方面

２４（火）足見生き活き教室（サテライト・デイ）

土橋健康アップ教室

２８（土）草間ふれ愛文化祭

２９（日）草間ふれ愛文化祭
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８
月
１
日
（
火
）
、
ス
マ
ホ
教
室
「
応
用
編
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
前
回
に
続
い
て
、
本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）
米
子
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

２
名
を
迎
え
、
９
名
が
参
加
し
ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
習
い
ま

し
た
。
こ
の
日
習
得
し
た
の
は
、
①
地
図
（
ナ
ビ
な
ど
）
、

②
ビ
デ
オ
（
動
画
）
、
③
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
④
音
声
入
力
（
文
字
起

こ
し
）
の
４
つ
の
機
能
で
す
。
地
図
で
は
、
音
声
ガ
イ
ド
（
ナ

ビ
案
内
）
の
機
能
を
習
い
ま
し
た
。
目
的
地
も
音
声
で
入
力

で
き
る
こ
と
に
加
え
、
目
的
地
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ト
ー
ク
で
は
、
既
読

に
な
る
こ
と
で
安
否
確
認
と
し
て
役
立
つ
こ
と
も
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
音
声
入

力
に
よ
り
文
字
起
こ
し
が

で
き
る
こ
と
に
も
驚
き
ま

し
た
。
手
入
力
に
時
間
を

要
し
て
い
た
の
が
、
瞬
時

に
文
字
が
並
び
送
信
で
き

る
便
利
さ
に
感
動
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
普
段
か
ら

気
に
な
る
こ
と
な
ど
熱
心

に
質
問
し
な
が
ら
、
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 第

２
回

ス
マ
ホ
教
室

第２８２号 カラー版を HP「草間台エコミュージアム」（kusamadai.com）でどうぞ！ 令和５年 ９月 １日

14

30

50

８
月

日
（
月
）、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
土
橋
み

ら
い
の
会
（
田
井
義
明
会
長
）
主
催
の
「
土
橋
ふ
れ
あ
い
納
涼

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
午
後
７
時

分
か

ら
開
会
。
田
井
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ま
ず
「
松
山
踊
り
」「
や

と
さ
」
が
流
さ
れ
、
参
加
者
が
櫓
を
囲
ん
で
、
踊
り
の
輪
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
午
後
８
時
か
ら
は
、
参
加
者
全
員
を
対

象
に
し
た
く
じ
引
き
が
行
わ
れ
、
上
位

位
ま
で
の
賞
品
を
目

当
て
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
会
場
で
は
、
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
「
千
本
引
き
」「
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
」
を
用
意
、

ま
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
き
氷
、
わ
た
が
し
な
ど
が
販
売
さ

れ
、
多
く
の
参
加
者
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
祭
り
の
最
後

は
、
約
７
０
発
の
連
続
打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空
を
き
ら
め
か
せ
、

地
区
住
民
等
約
１
５
０
名
が
台
風
７
号
接
近
前
の
一
時
の
夏
ま

つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

《
く
じ
引
き
で
大
当
た
り
》

《
千
本
引
き
を
す
る
子
ど
も
》

《
楽
し
く
踊
る
参
加
者
》

《
ヨ
ー
ヨ
ー
を
釣
る
親
子
》

土
橋
ふ
れ
あ
い
納
涼
大
会
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８
月

日
（
日
）
、
旧
草
間
中
学
校
前
庭
に
お
い
て
、
草
間
カ
ル

ス
ト
里
山
の
会
（
堀
江
利
明
会
長
）
主
催
の
「
草
間
ふ
れ
愛
納
涼
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
草
間
地
区
振
興
会
（
同
会
長
）

が
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
中
止
を
経
て
４
年
振
り
、
草

間
カ
ル
ス
ト
里
山
の
会
と
し
て
は
初
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
こ
れ
ま
で
の
盆
踊
り
を
中
止
し
、
参
加
者
の
交
流
を
中
心
と
し

た
内
容
に
変
更
し
ま
し
た
。
午
後
７
時
の
ゆ
ず
り
は
太
鼓
の
演
奏
で

幕
開
け
。
「
羅
生
門
」
ほ
か
３
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

堀
江
会
長
や
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
約

発
の
打
ち
上
げ
花
火

の
観
賞
や
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
競
技
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
に
は
、
飲
み
物
や
焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
な

ど
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
達
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
最
後
は
、
景
品
が
当
た
る
く
じ
入
り
の
駄
菓
子
の
詰
め
合

わ
せ
袋
を
ま
き
、
多
く
の
参
加
者
が
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

４
年
振
り
に
加
え
、
新
た
な
内
容
で
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

帰
省
客
も
含
め
約
３
０
０
名
の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

《
ゆ
ず
り
は
太
鼓
の
演
奏
》

《
ボ
ー
ル
す
く
い
を
す
る
親
子
》

《
モ
ル
ッ
ク
を
楽
し
む
参
加
者
》

《
焼
き
鳥
を
待
つ
参
加
者
》

草
間
ふ
れ
愛
納
涼
祭
り

便利な機能について学習する参加者
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８
月

日
（
金
）
、
草
間
公
民
館
主
催
の
夏
休
み
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
杜
の
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
神
社
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
草
間
の
岩
山
神
社
を
会
場
に

し
た
と
こ
ろ
、
草
間
台
小
学
校
の
１
～
４
年
生
の
児
童

人

の
参
加
が
あ
り
、
渡
邉
正
守
宮
司
と
渡
邉
詩
穂
権
禰
宜
か
ら

参
拝
の
仕
方
や
神
社
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
、
境
内
の
手
水
舎
で
お
清
め
の
作
法
を
習
い
、
中
に

入
っ
て
神
社
の
成
り
立
ち
や
神
事
の
流
れ
な
ど
を
聞
き
ま
し

た
。
次
に
、
渡
邉
宮
司
が
参
拝
の
手
本
と
し
て
二
礼
二
拍
手

一
礼
を
示
さ
れ
、
児
童
は
何
度
も
手
を
た
た
き
お
辞
儀
の
練

習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
境
内
を
巡
り
、
鳥
居
の
意
味
や

門
と
狛
犬
の
役
割
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
、
元
小
学

校
長
の
杉
秀
樹
さ
ん
（
草
間
在
住
）
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
鈴
を
使
っ
た
風
鈴
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
子
ど
も
達
は
完

成
し
た
風
鈴
を
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

狛犬の役割を聞く児童

風鈴作りに挑戦

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
杜
の
教
室
」


